
一
三
七

彙
　
　
報

活
動
報
告
（
二
〇
二
〇
年
一
月
～
同
年
十
二
月
）

1
月
6
日	
玄
教
授
、
大
阪
大
学
総
合
図
書
館
石
濵
文
庫
調
査

1
月
26
日	

山
崎
教
授
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
（
ロ
シ
ア
）
に
て
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「『
外
国
語
学
習
の
め
や
す
』
に
よ
る
学
習
設

計
」
で
主
任
講
師
を
担
当

2
月
10
日	

玄
教
授
、
大
阪
大
学
総
合
図
書
館
石
濵
文
庫
調
査

3
月
14
日	

奥
村
教
授
、
学
術
研
究
員
と
し
て
滞
在
し
て
い
た
イ
タ
リ

ア
よ
り
帰
国

7
月
13
日	

玄
教
授
、
大
阪
大
学
総
合
図
書
館
石
濵
文
庫
調
査

7
月
20
日	

玄
教
授
、
大
阪
大
学
総
合
図
書
館
石
濵
文
庫
調
査

7
月
27
日	

玄
教
授
、
大
阪
大
学
総
合
図
書
館
石
濵
文
庫
調
査

8
月
3
日	

玄
教
授
、
大
阪
大
学
総
合
図
書
館
石
濵
文
庫
調
査

8
月
17
日	

玄
教
授
、
大
阪
大
学
石
濵
文
庫
調
査
と
撮
影
立
ち
合
い

（
十
八
日
・
二
十
一
日
も
）

11
月
2
日	

玄
教
授
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
資
料
調
査

人
事
報
告

	

小
嶋
美
由
紀
教
授
、
外
国
語
学
部
執
行
部
役
員
（
学
生
主

任
）
継
続
（
九
月
ま
で
）

	

二
階
堂
善
弘
教
授
、
文
学
部
副
部
長
（
九
月
ま
で
）

10
月
1
日	

小
嶋
美
由
紀
教
授
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
主
事
に
就
任

10
月
1
日	

吾
妻
重
二
教
授
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
所
長
に
就

任

10
月
1
日	

二
階
堂
善
弘
教
授
、
大
学
院
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
副
研

究
科
長
に
就
任

10
月
1
日	

長
谷
部
剛
教
授
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
主
事
に
就
任

10
月
1
日	

池
田
智
恵
准
教
授
、
関
西
大
学
国
際
教
育
推
進
主
事
に
就

任

10
月
1
日	

李
佳
樑
准
教
授
、
外
国
語
学
部
執
行
部
役
員
（
学
生
主
任
）

に
就
任

研
究
業
績

○
吾
妻
重
二
教
授

〔
著
書
・
翻
訳
書
〕

『《
朱
子
家
禮
》
宋
本
彙
校
』〔
宋
〕
朱
熹	

撰	〔
日
〕
吾
妻
重
二	

彙
校

	

上
海
古
籍
出
版
社　

全
二
四
一
頁　

九
月

『
藤
澤
南
岳
没
後
百
年
記
念
「
南
岳
百
年
祭
」「
藤
澤
南
岳
の
書
と
芸

術
」
展
観
目
録
』　

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
・
泊
園
記
念
会　

	

全
二
〇
頁　

十
月

〔
論
文
〕

東
ア
ジ
ア
の
漢
学
文
化
と
私
塾
・
書
院　

江
藤
茂
博
・
町
泉
寿
郎
編

『
漢
学
と
漢
学
塾
』（
講
座　

近
代
日
本
と
漢
学　

第
二
巻
）
第
Ⅰ

部
第
一
章	

戎
光
祥
出
版　

二
月



一
三
八

泊
園
書
院
の
近
代　
　

右
、
第
Ⅳ
部
第
三
章	

二
月

佐
藤
一
斎
『
哀
敬
編
』
に
つ
い
て
―
日
本
陽
明
学
者
の
新
た
な
儒

教
葬
祭
書

　

原
田
正
俊
編
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
二
四
五
号
（
ア
ジ
ア
の
死
と
鎮
魂
・

追
善
）	

三
月

朱
子
学
再
考
―
「
三
綱
五
常
」
を
め
ぐ
っ
て　
『
東
ア
ジ
ア
文
化
交

渉
研
究
』
第
十
三
号　

関
西
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科

	

三
月

日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て
―
東
ア
ジ
ア
文
化
交

渉
の
視
点
か
ら
（
一
）　
『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』

	

第
五
十
三
輯　

四
月

〔
口
頭
発
表
〕

《
朱
子
家
礼
》
在
日
本
（
中
国
語
）　

心
追
往
圣
，
云
上
同
行
―
第

十
三
届
朱
子
之
路
研
习
营　

中
国
福
建
省
厦
門
市
同
安
朱
子
書
院　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
講
演	
七
月
十
一
日

泊
園
書
院
と
藤
澤
南
岳　

第
六
十
回
泊
園
記
念
講
座
・
藤
澤
南
岳
没

後
百
年
記
念
「
南
岳
百
年
祭
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演　

梅
田
キ
ャ

ン
パ
ス
八
階

	
K
A
N
D
A
I	M

e	RISE

ホ
ー
ル　

十
月
二
十
三
日

藤
澤
南
岳
と
宮
武
正
策
―
高
松
の
文
人
た
ち　

第
六
十
回
泊
園
記

念
講
座
・
藤
澤
南
岳
没
後
百
年
記
念
「
南
岳
百
年
祭
」
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム	

以
文
館
四
階
セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス　

十
月
二
十
四
日

日
本
の
漢
学
塾
“
泊
園
書
院
”
―
ま
た
漢
学
と
日
本
近
代　

二
〇
二

〇
年
中
國
文
化
大
學
東
亞
學
會
議
「
富
裕
東
亞
、
躍
動
東
亞
―

東
亞
人
文
・
經
貿
・
科
技
的
交
流
」　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
基
調
講

演	

十
一
月
九
日

再
论
“
三
纲
五
常
”（
中
国
語
）　

儒
学
对
近
代
汉
字
文
化
圈
的
学
术

术
语
与
思
想
作
用
的
研
究　

東
華
大
学　

上
海　

オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
講
演	

十
二
月
八
日

〔
そ
の
他
〕

随
想
―
コ
ロ
ナ
禍
を
め
ぐ
っ
て

　
『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
々
報
』
第
九
十
五
号　

	

巻
頭
言　

六
月

開
講
の
あ
い
さ
つ	

『
泊
園
』
第
五
十
九
号　

泊
園
記
念
会　

七
月

第
一
一
七
回
道
明
寺
天
満
宮
釋
奠
祭
文
（
漢
文
）	

	

同
右

藤
澤
章
子
様
を
偲
ん
で	

同
右

編
集
後
記	

同
右

代
序
―
关
于
朱
子
学
的
研
究　

陳
暁
傑
『
朱
熹
思
想
诠
释
的
多
重

可
能
性
及
其
展
开
』
序	

商
務
印
書
館　

北
京　

七
月

藤
澤
南
岳
と
宮
武
正
策　
『
高
松
藩
御
匙
本
道
奥
医
師
、
儒
者
、
昌
平

黌
儒
官　

宮
武
家
の
由
来　

Ⅱ
』　

宮
武
浩
二
（
私
家
版
）	

九
月

〔
社
会
的
活
動
〕

日
本
中
国
学
会
理
事
・
評
議
員

日
本
道
教
学
会
理
事

東
方
学
会
評
議
員

東
方
学
編
集
委
員
（
第
四
期
）



一
三
九

東
方
学
会
学
術
委
員
・
査
読
委
員
・
地
区
委
員
（
関
西
）

日
本
儒
教
学
会
評
議
員

国
際
儒
学
聯
合
会
理
事
・
学
術
委
員
会
委
員
・
日
本
代
表
副
理
事
長

東
華
大
学
客
員
教
授

二
松
學
舍
大
学
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援

事
業
外
部
（
第
三
者
）
評
価
委
員

《
朱
子
学
年
鑑
》
編
集
委
員
会
委
員
（
朱
子
学
会
、
厦
門
大
学
）

《
朱
子
学
文
庫
》
編
集
委
員
会
編
集
委
員

日
田
市
世
界
遺
産
登
録
検
討
委
員
会
委
員

泊
園
記
念
会
会
長

関
西
大
学
体
育
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
顧
問

○
内
田
慶
市
教
授

〔
著
書
〕

『
南
京
官
話
資
料
集
―
《
拉
丁
語
南
京
語
詞
典
》
他
二
種
』、
内
田

慶
市
編
著　

全
四
八
八
頁	

関
西
大
学
出
版
部　

三
月

『『
華
英
通
語
』
四
種
―
解
題
と
影
印
』、
内
田
慶
市
・
田
野
村
忠
温

共
編
著　

全
六
六
一
頁	

関
西
大
学
出
版
部　

三
月

『
造
洋
飯
書
の
研
究
―
解
題
と
影
印
』、
内
田
慶
市
編
著

　

全
三
九
六
頁	

関
西
大
学
出
版
部　

二
〇
二
一
年
三
月

『
文
化
の
翻
訳
と
し
て
の
聖
像
画
の
変
容
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
中
国

―
長
崎
』、
内
田
慶
市
編
著　

全
三
二
四
頁

	

関
西
大
学
出
版
部　

二
〇
二
一
年
三
月

〔
論
文
〕

「
羅
伯
聃
對
漢
語
語
言
學
的
貢
獻
」

　
『
西
士
與
近
代
中
國
：
羅
伯
聃
研
究
論
集　

ロ
バ
ー
ト
・
ト
ー
ム
研

究
』	

一

－

三
二
頁　

三
月

「
満
漢
文
献
資
料
の
内
外
の
所
蔵
状
況
に
つ
い
て
：
中
国
語
学
研
究
の

立
場
か
ら
『
石
濱
文
庫
』
満
洲
語
文
献
を
中
心
に
」

　
『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
一
三
巻

	

七
二
一

－

七
三
二
頁　

三
月

「
域
外
汉
语
资
料
对
于
“
南
京
官
话
”
研
究
的
可
能
性
」

	

『
国
际
汉
语
教
育
史
研
究
』
第
一
輯　

二
二

－

三
九
頁　

七
月

〔
口
頭
発
表
・
講
演
〕

「
漢
訳
イ
ソ
ッ
プ
の
新
資
料
を
め
ぐ
っ
て
」

	

東
西
学
術
研
究
所
言
語
交
渉
班
研
究
例
会　

一
月
二
十
四
日

「
文
化
交
渉
学
の
諸
相
」

　
　

上
海
国
際
青
年
学
者
論
壇
で
の
講
演
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）　

	

五
月
二
十
九
日

「C
u

ltu
ra

l in
tera

ction
 stu

d
ies a

n
d

 resea
rch	on	linguistic	

and	cultural	contact

」

　

欧
州
漢
語
教
師
第
7
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）　	

	

七
月
一
日

「
大
学
図
書
館
に
お
け
る
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
―
関
西
大
学
図

書
館
の
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
―
」　

全
国
図
書
館
大
会

和
歌
山
大
会



一
四
〇

	

（
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
配
信
）
講
演　

十
一
月
二
十
日

－

三
十
日

「
漢
訳
聖
書
の
様
々
な
可
能
性
」

　

中
国
近
世
語
学
会
二
〇
二
〇
年
度
研
究
集
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）　

	

十
二
月
十
二
日

〔
集
中
講
義
〕

厦
門
大
学	

六
月
二
十
二
、
二
十
四
、
二
十
六
日

北
京
外
国
語
大
学

	

十
二
月
八
、
十
五
、
十
八
、
二
十
二
、
二
十
五
、
二
十
九
日

〔
学
内
役
職
・
社
会
的
活
動
〕

世
界
漢
語
教
育
史
研
究
学
会
副
会
長
（
二
〇
〇
四
年
～
現
在
）

『
国
際
漢
語
教
育
』
編
集
委
員
（
二
〇
〇
九
年
～
現
在
）

中
国
近
世
語
学
会
会
長
（
二
〇
一
五
年
～
現
在
）

東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
会
常
任
副
会
長
（
二
〇
〇
九
年
～
現
在
に
至

る
）

関
西
大
学
ア
ジ
ア
・
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
長
（
二
〇
一

七
年
四
月
～
現
在
）

日
本
中
国
語
検
定
協
会
理
事
長
（
二
〇
二
〇
年
六
月
～
現
在
）

○
奥
村
佳
代
子
教
授

〔
著
書
・
翻
訳
書
〕

『
北
京
官
話
全
編
』
の
時
代
性
と
地
域
性
―
教
科
書
と
し
て
の
あ
り

方
を
め
ぐ
っ
て　

内
田
慶
市
編
著
『
言
語
接
触
研
究
の
最
前
線
』

東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
書
第
8
号　

八
三

－

一
〇
一
頁

	

遊
文
舎

〔
論
文
〕

江
户
时
代
唐
话
的
文
体
变
迁
―
《
译
家
必
备
》
和
冈
岛
冠
山
的
唐

话
资
料

　
《
国
际
汉
语
教
育
史
研
究
》
第
一
輯　

七
六

－

八
九
頁　

	

商
務
印
書
館　

七
月

〔
そ
の
他
（
発
表
）〕

授
業
報
告
―
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
苦
手
と
す
る
教
員
の
実
践
報
告

	

中
検
フ
ォ
ー
ラ
ム　

関
西
大
学　

十
月
十
七
日

東
西
言
語
文
化
接
触
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ　

二
〇
二
〇
年

度
Ｋ
Ｕ－

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
研
究
集
会	

関
西
大
学　

一
月
二
十
二
日

〔
社
会
的
活
動
〕

日
本
中
国
語
学
会
大
会
運
営
委
員

○
玄
幸
子
教
授

〔
著
書
・
翻
訳
書
〕

編
著
『
続　

中
国
周
辺
地
域
に
お
け
る
非
典
籍
出
土
資
料
の
研
究
』　

東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
書
第
6
号

	

関
西
大
学
出
版　

一
月
三
十
一
日

「
は
じ
め
に
」
ⅰ

－

ⅲ　
「
今
西
ノ
ー
ト
か
ら
み
る
ロ
ン
ド
ン
で
の
内

藤
湖
南
敦
煌
遺
書
調
査
」
一

－

七
九
頁

〔
そ
の
他
〕

「
石
濵
文
庫
収
蔵
書
簡
に
見
る
仏
英
調
査
旅
行
関
連
資
料
に
つ
い
て
」



一
四
一

	

『
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
五
三
輯　

四
月

「
関
西
大
學
内
藤
文
庫
所
藏
『
竊
憤
錄
』
に
つ
い
て
」

　

中
国
典
籍
日
本
古
寫
本
の
研
究N

ew
sletter	N

o.	V
I	2020.11

○
小
嶋
美
由
紀
教
授

〔
そ
の
他
〕

教
科
書
分
担
執
筆
『
中
国
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
沈
国
威
監

修
、
氷
野
善
寛
、
小
嶋
美
由
紀
、
海
暁
芳
、
紅
粉
芳
惠
、
阿
部
慎

太
郎
著
（
関
西
大
学
全
学
中
国
語1ab

、2ab

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ク
ラ
ス
の
教
科
書
に
採
用
）	

朝
日
出
版
社　

一
月

教
科
書
分
担
執
筆
『
漢
語
課
本
』
小
野
秀
樹
、
賈
黎
黎
、
吉
川
雅
之
、

小
嶋
美
由
紀
、
李
佳
樑
著
（
二
〇
年
度
よ
り
外
国
語
学
部
中
国
語

専
攻
一
年
生
の
教
科
書
に
採
用
）	

白
帝
社　

三
月

〔
社
会
的
活
動
〕

日
本
中
国
語
学
会
・
評
議
員　

継
続

国
立
国
語
研
究
所
「
対
照
言
語
学
の
観
点
か
ら
見
た
日
本
語
の
音
声

と
文
法
」（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
：
窪
園
春
夫
（
国
立
国
語
研

究
所
・
教
授
））　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
成
員　

継
続

科
研
・
基
盤
研
究
Ｂ
「
空
間
移
動
と
状
態
変
化
の
表
現
の
並
行
性
に

関
す
る
統
一
的
通
言
語
的
研
究
」（
一
九
年
度
～
二
二
年
度
、
研
究

代
表
者
：
松
本
曜
）
研
究
分
担
者

○
沈
国
威
教
授

〔
著
書
・
翻
訳
書
〕

『
西
士
与
近
代
中
国
：
羅
伯
聃
研
究
論
集
』

　

沈
国
威
ほ
か
五
名
、
編
著　

全
三
一
〇
頁　

	

関
西
大
学
出
版
部　

三
月

『
新
語
往
還
：
中
日
近
代
語
言
交
渉
史
』

	

単
著　

全
六
〇
〇
頁　

北
京
：
社
会
科
学
文
献
出
版
社　

七
月

〔
論
文
〕

「
基
本
詞
彙
與
基
本
詞
彙
化
：
詞
彙
体
系
的
近
代
重
構
」、
単
著

　

	

内
田
慶
市
編
著
『
言
語
接
触
研
究
の
最
前
線
』、
査
読
無
、
二
三

－

五
四
頁	

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所　

二
月

「
近
代
漢
語
の
基
本
語
化
に
つ
い
て
」、
単
著

　

	

内
田
慶
市
編
著
『
言
語
接
触
研
究
の
最
前
線
』、
査
読
無
、
五
五

－

七
〇
頁	

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所　

二
月

「
赫
胥
黎
在
日
本
」、
単
著

　

	『
翻
訳
史
研
究
』
二
〇
一
八
年
号
、
査
読
有
、
一
七
六

－

一
九
八
頁　

	

四
月

〔
講
演
〕

新
語
往
還
：
中
日
近
代
詞
彙
交
渉
史
講
座

　

そ
の
一
「
漢
語
如
何
影
響
日
語
？
」、
そ
の
二
「
日
語
如
何
影
響
漢

語
？
」　

大
連
外
国
語
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）	

六
月
十
七
日

南
方
科
技
大
学
社
科
講
壇
91
期
：
西
学
東
漸
與
日
語
借
詞
（
オ
ン
ラ

イ
ン
）	

七
月
十
六
日



一
四
二

「
従
概
念
到
詞
語
再
到
観
念
」　

通
往
理
解
之
路
、
概
念
何
以
重
要
論

壇　

社
会
科
学
文
献
出
版
社
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）	

九
月
十
一
日

「Science

之
成
為
科
学
」　

学
衡
爾
雅
講
座　

南
京
大
学
（
オ
ン
ラ

イ
ン
）	

十
一
月
十
三
日

〔
そ
の
他
〕

ク
ラ
ウ
ド
座
談
会
「
翻
訳
史
上
的
中
外
文
化
交
流
」：
図
強
與
広
訳
日

本
書　

北
京
外
国
語
大
学	

七
月
二
十
二
日

○
菅
原
慶
乃
教
授

〔
論
文
〕

「
淪
陥
期
上
海
の
日
本
映
画
専
門
館
「
大
華
（
ロ
キ
シ
ー
）
大
戯
院
」

と
映
画
館
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
大
華
／
ロ
キ
シ
ー
』
に
つ
い
て
」

　
『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
四
一
輯　

五
九

－

七
五
頁　

	

三
月

「
银
幕
上
的
“
想
象
中
国
”：
早
期
中
国
电
影
海
外
传
播
史
再
探
」

　
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
第
六
九
巻
第
四
号　

一
一
五

－

一
三
五

頁	
三
月

〔
書
評
〕

「
川
崎
賢
子
著
『
も
う
一
人
の
彼
女
―
李
香
蘭
／
山
口
淑
子
／
シ
ャ

ー
リ
ー
・
ヤ
マ
グ
チ
』」　
『
映
像
学
』
第
一
〇
四
号　

二
六
四

－

二

六
八
頁	

七
月

〔
講
演
〕

「
日
中
映
画
の
な
か
の
戦
う
女
性
像
」　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
）

	

常
州
工
学
院
外
国
語
学
院
日
本
語
科
講　

十
二
月
十
五
日

〔
口
頭
発
表
〕

「
日
本
映
画
フ
ァ
ン
の
〝
創
造
〟
と
〝
建
設
〟：
戦
時
期
上
海
の
大
華

大
戯
院
（Roxy	T

heatre

）
で
の
日
本
映
画
興
行
を
中
心
に
」　

中
国
文
芸
研
究
会
二
〇
二
〇
年
一
月
例
会

	

関
西
大
学
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス　

一
月
二
十
六
日

「「
肉
感
」
と
「
健
康
美
」
の
は
ざ
ま
：
民
国
期
上
海
映
画
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
表
象
」

　

中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
会
第
二
四
回
例
会
・
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催　

	

六
月
七
日

「
孤
島
・
占
領
期
上
海
に
お
け
る
映
画
特
刊
と
説
明
書
：
ノ
ン
フ
ィ
ル

ム
資
料
活
用
の
事
例
と
し
て
」
科
研
費
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
貫
戦

期
に
お
け
る
日
中
映
画
の
越
境
と
協
働
を
め
ぐ
る
総
合
的
研
究
」

（20H
01222

、
研
究
代
表
者
：
晏
妮
氏
）
研
究
会
・
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催	

九
月
十
三
日

〔
そ
の
他
〕

（
ア
フ
タ
ー
・
ト
ー
ク
）『
八
百
屋
の
恋
』
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
（
い
い

を
じ
ゅ
ん
こ
氏
と
登
壇
）　

二
〇
二
〇
年
神
戸
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
メ
デ

ィ
映
画
祭	

神
戸
映
画
資
料
館　

一
月
十
一
日

（
取
材
協
力
）「
色
彩
と
音
の
妙　

映
画
通
に
も
：
中
仏
合
作
「
鵞
鳥

湖
の
夜
」」

	

『
毎
日
新
聞
』（
夕
刊
・
大
阪
版
）　

九
月
二
十
八
日

（
翻
訳
）
沙
丹
「
河
の
流
れ
に
た
た
ず
む
標
識
：「
中
国
映
画
の
展
開



一
四
三

―
サ
イ
レ
ン
ト
期
か
ら
第
五
世
代
ま
で
」
素
描
」

　
『
Ｎ
Ｆ
Ａ
Ｊ
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
第
一
一
号
・
通
巻
一
四
五
号　

	

一
月
一
日

〔
社
会
的
活
動
〕

中
国
文
芸
研
究
会
・
事
務
局
員

日
本
現
代
中
国
学
会
・
事
務
局
長
（
二
〇
二
〇
年
十
月
ま
で
）、
理
事

（
二
〇
二
〇
年
十
月
か
ら
）

日
本
映
像
学
会
第
四
六
回
大
会
実
行
委
員

Jou
rn

a
l of C

h
in

ese F
ilm

 S
tu

d
ies

（D
e	Gruyter

）・
編
集
委

員

○
陶
德
民
教
授

〔
著
書
〕

『
松
陰
と
ペ
リ
ー　

下
田
密
航
を
め
ぐ
る
多
言
語
的
考
察
』

　

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
刊
六
三　

関
西
大
学
出
版
部　

	
三
月

〔
口
頭
発
表
〕

「
内
藤
湖
南
と
羅
振
玉
・
鄭
孝
胥
と
の
微
妙
な
関
係
―
１
９
１
７
年

と
１
９
３
３
年
の
中
国
訪
問
を
め
ぐ
っ
て
」　

東
西
学
術
研
究
所

第
13
回
研
究
例
会
「
近
現
代
中
国
・
日
本
・
西
洋
の
相
互
理
解
と

文
化
交
渉
」（
東
ア
ジ
ア
の
思
想
と
芸
術
の
文
化
交
渉
研
究
班
が
主

催
す
る
同
研
究
例
会
を
責
任
開
催
、
趣
旨
説
明
も
行
っ
た
）

	

一
月
二
十
一
日

Ｊ
．
Ａ
．
フ
ォ
ー
ゲ
ル
氏
講
演　
「H

ow
	M

uch	D
oes	an	U

nder-
standing	of	H

istory	H
elp?	N

aitō	K
onan

’s	Reading	of	
“Com

m
unism

”	in	China

」（
内
藤
湖
南
の
歴
史
知
識
は
ど
こ
ま

で
そ
の
中
国
「
共
産
主
義
」
へ
の
理
解
に
役
立
っ
た
の
か
）
に
対

す
る
コ
メ
ン
ト　

内
藤
湖
南
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
回
セ
ミ
ナ

ー
（
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
・
超
域
ア
ジ
ア
研
究
現
代
中
国
研

究
班
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
共
催
）

「U
chigasaki	Sakusaburo	（1877-1947

）as	a	Biographer	of	
A
braham

	Lincoln

」、
第
12
回
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
会
年
次
大

会
（
中
国
・
鄭
州
大
学
主
催
、O

nline

開
催
）	

七
月
十
九
日

〔
社
会
的
活
動
〕

東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
会
評
議
員

中
国
社
会
文
化
学
会
評
議
員

○
二
階
堂
善
弘
教
授

〔
著
書
〕

『
東
南
ア
ジ
ア
の
華
人
廟
と
文
化
交
渉
』

　

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
刊
60　

全
一
四
三
頁

	

関
西
大
学
出
版
部　

二
月

〔
論
文
〕

「『
神
仙
通
鑑
』
と
『
封
神
演
義
』
の
関
係
に
つ
い
て
」　
『
東
ア
ジ
ア

文
化
交
渉
研
究
』
関
西
大
学
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科　

第
一
三
号　

三
二
五

－

三
三
六
頁	

三
月



一
四
四

「
華
人
の
亡
魂
救
済
に
つ
い
て
―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
中
元
行
事
を
中

心
に
」

　
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
二
四
五
号
「
ア
ジ
ア
の
死
と
鎮
魂
・
追
善
」

	

一
九
六

－

二
〇
五
頁　

勉
誠
出
版

〔
研
究
発
表
〕

「
中
国
に
お
け
る
道
教
の
成
立
と
民
間
信
仰
の
日
本
へ
の
影
響
」

古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
間
交
流
と
信
仰
・
祭
祀	Interchang-

es	of	Beliefs	and	Rituals	in	A
ncient	East	A

sia

「
神
宿
る

島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
特
別
研
究
事
業
第
二
回
国
際

検
討
会

	

福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

一
月
十
三
日

○
長
谷
部
剛
教
授

〔
論
文
〕

「
東
亞
文
學
視
野
下
的
樂
府
文
学
研
究
」

	

『
樂
府
學
』
第
二
一
輯　

七
一

－

八
三
頁
（
査
読
有
）

「
日
本
的
漢
詩
寫
作
」　
『
文
學
論
衡
』（
香
港
中
國
語
文
學
會
）
第
三

六
輯	

九
二

－

一
〇
〇
頁
（
査
読
有
）

「
從
《
費
諾
洛
薩
筆
記
》
來
看
森
槐
南
的
李
白
詩
解
釋
」　
『
人
文
中
國

學
報
』（
香
港
浸
会
大
学
人
文
中
国
学
報
編
委
会
）
第
二
九
輯　

	

四
六

－

六
〇
頁
（
査
読
有
）

○
山
崎
直
樹
教
授

〔
論
文
〕

植
村
麻
紀
子
・
中
川
正
臣
・
山
崎
直
樹
（
２
０
２
０
）「
な
ぜ
当
事
者

駆
動
型
の
学
習
環
境
設
計
が
必
要
か
：
言
語
教
育
に
お
け
る
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
た
め
に
」

	

『
神
田
外
語
大
学
紀
要
』
三
二　

三
七
九

－

四
〇
〇
頁

山
崎
直
樹
（
２
０
２
０
）「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か
ら

can-do

能
力
記
述
文
を
再
検
討
す
る
」

	

『
外
国
語
学
部
紀
要
』
二
二　

七
九

－

九
二
頁

〔
講
演
〕

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
の
組
み
立
て
か
た
と
学
習
評
価
の
方
法
」

　

関
西
大
学
大
学
院
外
国
語
教
育
学
研
究
科
講
演
会　

九
月
十
一
日

〔
口
頭
発
表
〕

「
遠
隔
授
業
に
お
け
る
光
と
影
」
Ｍ
Ｈ
Ｂ
（
母
語
・
継
承
語
・
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
教
育
研
究
会
）
二
〇
二
〇
年
度
大
会
Ｓ
Ｉ
Ｇ
主
催
分
科
会

「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
遠
隔
授
業
経
験
か
ら
見
え
て
き
た
今
後
へ

の
ヒ
ン
ト
と
解
決
す
べ
き
課
題
」	

上
越
教
育
大
学　

八
月
八
日

〔
そ
の
他
〕

関
西
大
学
Ｆ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
コ
ロ
ナ
禍
の
授
業
実
践
を
ふ
り
か
え
る
、

遠
隔
授
業
の
教
育
方
法
・
評
価
方
法
を
考
え
る
」
に
て
話
題
提
供

「
遠
隔
授
業
の
外
国
語
（
中
国
語
）
教
育
で
何
を
ど
う
評
価
す
る

か
」

	

七
月
十
七
日



一
四
五

〔
社
会
的
活
動
〕

母
語
・
継
承
語
・
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
研
究
会
（
Ｍ
Ｈ
Ｂ
）
理
事
に

就
任
（
四
月
か
ら
）

○
池
田
智
恵
准
教
授

〔
論
文
〕

「
特
集
に
あ
た
っ
て
」	

『
野
草
』
一
〇
五
号　

十
月
三
十
日

〔
口
頭
発
表
〕

「
人
生
を
再
建
す
る
読
者
た
ち
―
『
伉
儷
』
に
お
け
る
読
者
投
稿
欄

を
例
と
し
て
―
」

	

中
国
文
芸
研
究
会
例
会
（
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）　

十
一
月
二
十
九
日

〔
社
会
的
活
動
〕

中
国
文
芸
研
究
会　
『
野
草
』
第
一
〇
四
号
（
三
月
刊
）　

編
集
委
員

中
国
文
芸
研
究
会　
『
野
草
』
第
一
〇
五
号
（
十
月
刊
）　

編
集
委
員

現
代
中
国
学
会　
『
現
代
中
国
』
九
四
号
（
十
月
刊
）　

編
集
委
員

○
李
佳
樑
准
教
授

〔
口
頭
発
表
〕

「
副
词
“
到
底
”
的
功
能
扩
展
机
制
新
说

―
以
祈
使
用
法
和
疑
问
用

法
为
中
心
」

　

第
七
〇
回
日
本
中
国
語
学
会
全
国
大
会　

研
究
発
表

	

愛
知
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス　

十
一
月
七
日

－

八
日

〔
社
会
的
活
動
〕

日
本
中
国
語
学
会
大
会
運
営
委
員
会
委
員
（
十
一
月
ま
で
）

日
本
中
国
語
学
会
編
集
委
員
会
（『
中
国
語
学
』
二
六
八
号
、
二
六
九

号
）
委
員
（
十
一
月
か
ら
）



一
四
六

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
卒
業
論
文
題
目
一
覧

○
陶
徳
民
教
授

薛　
　
　

雯
雯	

从
《
红
楼
梦
》
的
诗
词
曲
赋
看
其
人
物
描
写
的
特
点

及
意
义

―
以
林
黛
玉
与
薛
宝
钗
为
中
心

露
峰　

由
佳
子	
近
代
中
国
女
子
教
育
に
対
す
る
西
洋
と
日
本
の
影
響	

―
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
と
実
践
女
子
学
校
の
場

合
―

○
長
谷
部
剛
教
授

二
宮　
　

京
香	

「
紅
楼
夢
」
に
み
る
一
夫
一
婦
多
妾
制

野
呂　
　

彩
花	

則
天
武
后
が
な
ぜ
男
性
中
心
主
義
の
中
国
に
お
い
て

皇
帝
に
な
れ
た
の
か

藤
原　
　

寧
々	

封
建
時
代
中
国
の
女
児
に
つ
い
て

松
本　
　

咲
希	

香
港
競
馬

丸
山　

美
沙
都	

旗
袍
（
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
）
が
誕
生
す
る
ま
で

森
脇　
　

祥
太	

漫
画
「
キ
ン
グ
ダ
ム
」
の
世
界
と
史
実

○
池
田
智
恵
准
教
授

井
上　
　

莉
彩	

温
又
柔
の
作
品
か
ら
見
る
海
外
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
た

ち

浮
世　
　

実
奈	

陳
浩
基
『
13
・
67
』
―
香
港
を
映
し
出
す
鏡
―

川
口　
　

風
花	

日
台
に
お
け
る
同
性
愛
を
描
く
映
画
に
つ
い
て	

～
「
Ｇ
Ｆ
＊
Ｂ
Ｆ
」、「
先
に
愛
し
た
人
」、「
ｈ
ｉ
ｓ
」

を
中
心
に
～

篠
崎　
　

賢
一	

论
刘
慈
欣
《
三
体
》
三
部
曲
走
红
的
原
因

杉
田　
　

詩
歩	

妲
己
と
玉
藻
前
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
変
化
か
ら
み
る
需

要
と
傾
向

鈴
木　
　

海
人	

台
湾
か
ら
日
本
へ
の
同
性
愛
文
学
李
琴
美
の
作
品
と

は

新
田　
　

朱
梨	

旅
行
雑
誌
か
ら
見
る
日
本
人
の
台
湾
旅
行
観

令
和
二
年
三
月
期
修
士
論
文
題
目
一
覧

○
吾
妻
重
二
教
授

鄭　
　
　
　

堅	

二
十
世
紀
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
新
儒
家
―
徐
復

観
を
中
心
と
し
て
―

李　
　
　

玲
美	

近
代
満
州
に
お
け
る
朝
鮮
民
族
の
教
育
―
間
島
地

域
を
中
心
に
―

角
野　

有
果
里	

文
化
交
渉
学
的
な
視
点
に
よ
る
李
方
子
研
究
の
試
論

	

―
韓
国
で
の
慈
善
活
動
と
社
会
の
多
様
性
の
契
機
―

西
田　
　

智
子	

朱
熹
の
易
学
―
理
論
・
ト
筮
・
運
命
―

○
内
田
慶
市
教
授

欧
陽　
　

劉
念	

宣
教
師
ホ
ワ
イ
ト
の
児
童
観
に
関
す
る
研
究
―
『
女

鐸
』
を
中
心
に
―

蒋　
　
　
　

瑶	

『
華
語
月
刊
』
に
見
ら
れ
る
東
亜
同
文
書
院
の
中
国
語

教
育

張　
　
　
　

意	

近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
化
学
知
識
の
伝
播
と
受
容

―
『
博
物
新
編
』
を
中
心
に
―

鮑　
　
　

周
芸	

中
国
に
お
け
る
谷
川
俊
太
郎
の
受
容
―
絵
本
を
中



一
四
七

心
に

○
玄
幸
子
教
授

崔　

敏
ギ
ョ
ク	

第
二
言
語
習
得
に
お
い
て
、
習
得
環
境
が
言
語
能
力

に
与
え
る
影
響
―
中
国
の
朝
鮮
族
学
生
を
研
究
対

象
と
し
て
―

羅　
　
　

志
雲	
与
日
语
的
「
テ
イ
ル
」
形
相
对
应
的
汉
语
表
达	

	
―
以
吉
本
芭
娜
娜
著
『
キ
ッ
チ
ン
』
与
李
萍
著
《
厨

房
》
的
例
句
为
研
究
对
象
―

○
沈
国
威
教
授

邵　
　
　

剣
鋒	

汉
外
教
育
基
本
词
汇
大
纲
的
研
究
―
以
日
语
教
育

基
本
词
汇
大
纲
为
参
照
系

常　
　
　

敏
慧	

形
式
动
词
“
进
行
”
的
研
究
与
教
学

孫　
　
　

美
霞	

关
于
近
代
关
键
词
「
個
人
」
与
「
団
体
」：
基
于
概
念

范
畴
及
中
日
词
汇
交
流
视
角
的
考
察

○
陶
徳
民
教
授

高　
　
　
　

月	

試
析
明
治
時
期
岡
本
監
輔
的
中
國
觀
―
以
《
煙
台

日
誌
》《
支
那
遊
記
》《
清
國
遊
記
》
為
中
心

劉　
　
　

重
越	

關
於
東
方
文
化
聯
盟
（
1
9
3
1 －

1
9
4
1
）
的

基
礎
研
究

○
長
谷
部
剛
教
授

王　
　
　
　

舒	

《
伽
婢
子
》
中
《
蛛
の
鏡
》
与
《
太
平
広
記
》
中
的
鏡

故
事

小
山　
　
　

瞳	

『
太
平
広
記
』
中
の
老
虎
譚
に
み
る
婚
姻
儀
礼
の
研
究

李　
　
　

家
橋	

王
国
維
抄
校
『
録
鬼
簿
』
考

○
山
崎
直
樹
教
授

瀧
澤　
　

春
季	

日
本
人
中
国
語
学
習
者
に
お
け
る
類
似
音
節
の
聞
き

分
け
習
熟
度
と
聞
き
分
け
の
た
め
の
独
自
基
準

令
和
二
年
九
月
期
修
士
論
文
題
目
一
覧

○
吾
妻
重
二
教
授

何　
　
　

韻
珍	

江
戸
時
代
の
教
育
施
設
に
お
け
る
学
規
の
研
究	

	

―
林
家
塾
、
古
義
堂
の
学
規
の
成
立
を
中
心
に
―

張　
　
　

米
其	

欧
阳
修
书
学
思
想
及
其
对
日
本
的
影
响

○
内
田
慶
市
教
授

潘　
　
　
　

頡	

清
末
児
童
教
育
の
研
究
―『
蒙
学
報
』を
中
心
に
―

楊　
　
　

一
鳴	

近
代
中
国
に
お
け
る
西
洋
料
理
の
発
展
と
受
容

○
奥
村
佳
代
子
教
授

劉　
　
　

楷
雁	

筆
談
の
近
代
日
中
貿
易
に
お
け
る
役
割
―
『
大
河

内
文
書
』
を
中
心
に

○
二
階
堂
善
弘
教
授

胡　
　
　

苗
苗	

温
州
の
楊
府
爺
信
仰
に
関
す
る
考
察
―
明
清
期
を

中
心
に
―

田　
　
　

振
美	

山
西
運
城
に
お
け
る
塩
池
神
信
仰
に
つ
い
て
―
関

帝
信
仰
と
の
関
係
を
中
心
に
―

○
長
谷
部
剛
教
授

チ
ョ
ウ　

シ
ュ
ク
イ	

《
济
公
全
传
》
的
创
作
构
思
―
以
人
物
塑
造
与



一
四
八

故
事
编
排
为
视
角

令
和
二
年
三
月
期
博
士
論
文
題
目
一
覧

○
吾
妻
重
二
教
授

董　
　
　

伊
莎	
古
代
日
中
に
お
け
る
非
業
死
者
と
疫
病
を
め
ぐ
る
祭

祀
思
想
の
研
究
―
災
因
論
の
視
点
か
ら
―

○
内
田
慶
市
教
授

菅
原　
　

慶
乃	

映
画
館
の
な
か
の
近
代
―
映
画
観
客
の
上
海
史

劉　
　
　

雨
珍	

中
日
文
学
与
文
化
交
流
史
研
究

○
陶
徳
民
教
授

李　
　
　

瑞
華	

文
化
交
渉
の
視
点
か
ら
見
た
山
崎
豊
子
像
―
「
戦

争
三
部
作
」
と
そ
の
形
成
条
件
を
め
ぐ
る
考
察

劉　
　
　

岳
兵	

近
代
中
日
思
想
文
化
交
渉
史
研
究

○
二
階
堂
善
弘
教
授

切　
　
　
　

旦	

チ
ベ
ッ
ト
の
コ
ン
ポ
と
日
本
の
大
黒
天
に
つ
い
て

当　
　
　
　

智	

チ
ョ
ル
テ
ン
信
仰
と
文
化
交
渉
―
チ
ベ
ッ
ト
ア
ム

ド
地
域
を
中
心
と
し
て
―

令
和
二
年
九
月
期
博
士
論
文
題
目
一
覧

○
内
田
慶
市
教
授

曹　
　
　
　

悦	

清
代
中
国
篆
書
書
法
と
東
ア
ジ
ア
―
江
戸
時
代
の

日
本
へ
の
影
響
と
展
開
を
中
心
に
―

李　
　
　
　

云	

近
代
東
ア
ジ
アRobinson	Crusoe

の
翻
訳
史
研
究

○
陶
徳
民
教
授

石　
　
　

永
峰	

内
藤
湖
南
の
書
法
と
書
論
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

―
近
代
日
本
に
お
け
る
王
羲
之
尊
重
の
文
脈
―

孫　
　
　

東
芳	

近
代
日
本
が
導
入
し
た
米
欧
女
子
教
育
の
理
念
と
制

度
―
津
田
梅
子
の
女
子
英
学
塾
と
下
田
歌
子
の
実

践
女
学
校
を
中
心
に

○
長
谷
部
剛
教
授

孫　
　
　

暁
明	

清
朝
宫
廷
戏
曲
中
的
家
将
戏
曲
研
究
―
以
《
中
国

国
家
图
书
馆
馆
藏
清
宫
升
平
署
档
案
集
成
》
一
书
为

中
心



一
四
九

令
和
二
度
会
計
報
告

　
　
（
令
和
元
年
十
一
月
一
日
～
令
和
二
年
十
月
三
十
一
日
）

＊
収
入
の
部

　
　

学
会
費	

一
二
三
、〇
〇
〇

　
　

特
別
会
員
会
費	

一
三
〇
、〇
〇
〇

　
　

利
息	

一
五

　
　
　

計	

二
五
三
、〇
一
五

　
　

前
年
度
繰
越	

一
、八
八
五
、七
八
六

　
　
　

合
計	

二
、一
三
八
、八
〇
一

＊
支
出
の
部

　
　

紀
要
四
一
号
印
刷
代
（
含
振
込
手
数
料
）	

三
二
四
、六
一
〇

　
　

紀
要
送
付　

郵
送
料	

一
六
、六
二
〇

　
　

通
信
費	

八
四

　
　

事
務
用
品
費	

八
九
二

　
　

事
務
員
謝
礼	

二
〇
、〇
〇
〇

　
　
　

計	

三
六
二
、二
〇
六

＊
次
年
度
繰
越	

一
、七
七
六
、五
九
五

　

以
上
の
通
り
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

	

令
和
二
年
十
月
三
十
一
日

受
贈
誌
一
覧

　
　

	［
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
日
か
ら
二
〇
二
〇
年
十
一
月
一
日
ま
で
に
受
贈
し

た
紀
要
を
発
行
機
関
名
の
五
十
音
順
に
配
列
し
て
い
ま
す
］

大
阪
市
立
大
学　

中
國
學
志　

大
壯
号

岡
山
大
学　

中
国
文
史
論
叢　

第
15
号

お
茶
の
水
女
子
大
学　

中
国
文
学
会
報　

第
39
号

九
州
大
学　

中
国
文
学
論
集　

第
48
号

京
都
大
学　

中
國
文
學
報　

第
92
、
93
册

京
都
府
立
大
学　

和
漢
語
文
研
究　

第
17
号

久
留
米
大
学　

比
較
文
化
研
究　

第
55
輯

久
留
米
大
学
大
学
院　

比
較
文
化
研
究
論
集　

第
41
号

慶
應
義
塾
大
学　

中
國
都
市
芸
能
研
究　

第
十
八
輯

神
戸
大
学　

未
名　

第
37
号

國
學
院
大
学　

國
學
院
中
國
學
會
報　

第
65
輯

大
東
文
化
大
學　

漢
學
會
誌　

第
59
號

中
央
大
学　

紀
要　

第
125
号

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

　
　
　
　
　

Field

＋　

第
23
、
24
号

東
方
學
會　

東
方
學　

第
139
、
140
輯

東
北
大
学　

東
北
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集　

第
24
号

東
洋
大
学　

東
洋
思
想
文
化　

第
7
号

　
　
　
　
　

白
山
中
国
学　

第
26
号

奈
良
女
子
大
学　

叙
説　

第
47
号



一
五
〇

二
松
学
舎
大
学
大
学
院　

二
松　

第
34
号

二
松
学
舎
大
学
陽
明
学
研
究
所　

陽
明
学　

第
30
号

姫
路
獨
協
大
学　

国
際
言
語
文
化
論
集　

創
刊
号

広
島
大
学　

中
国
學
研
究
論
集　

第
三
十
八
号

広
島
大
学
大
学
院　

中
国
中
世
文
学
研
究　

第
73
号

　
　
　
　
　
　
　
　

東
洋
古
典
學
研
究　

第
48
、
49
集

佛
教
大
学　

中
国
言
語
文
化
研
究　

第
19
号

北
海
道
大
学　

饕
餮　

第
28
号

北
海
道
大
学
大
学
院　

中
國
哲
學　

第
47
号

立
命
館
大
学　

學
林　

第
69
號

早
稲
田
大
学　

中
國
文
學
研
究　

第
45
期

　
　
　
　
　
　

東
洋
の
思
想
と
宗
教　

第
37
號

海
外

中
央
研
究
院
中
國
文
哲
研
究
所

　

中
國
文
哲
研
究
通
訊　

第
二
十
九
巻
第
三
、
四
期
、
第
三
十
巻
第
一

期

　

中
國
文
哲
研
究
集
刊　

第
五
十
四
、
五
十
五
期

國
立
清
華
大
學　

清
華
學
報　

新
四
十
九
巻
第
四
期
、
新
五
十
巻
第

一
、
二
、
三
期

嶺
南
大
學
校　

中
國
語
文
學　

第
82
、
83
、
84
輯

澳
門
特
別
行
政
区
政
府
文
化
局　

文
化
雜
誌
中
文
版　

第
102
、
103
、
104
、

105
、
106
、
107
、
108
期


